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対象者

〒558-8585 大阪市住吉区杉本3-3-138
TEL: 06-6605-3504　FAX: 06-6605-3505
e-mail: chiiki4c@ado.osaka-cu.ac.jp
URL: https://www.connect.osaka-cu.ac.jp/4c/

会　場

13：00～16：30（開場12：30）
10日3月 木

◎お申込み・問い合わせ　

大阪市立大学　杉本キャンパス　
田中記念館 ホール

自治体・関係機関職員、NPO・企業・民間団体関係者、大学教職員・学生など
地域連携に関心のある方ならどなたでも

日　程

大 阪 市 立 大 学

～地域×大学　多様化する地域課題とつながりづくり～

事　　前
申込方法

大阪市立大学　地域連携センター

メール、電話、またはFAXいずれかの方法で
下記宛先にお申し込みください。
定員に余裕がある場合、当日受付も可能です。

今年で3回目となる地域連携発表会では、多様化する地域課題への取組事例や連携のノウハウを
紹介し、地域と大学のさらなるつながりづくりの可能性について議論を深めます。
地域連携に関心をお持ちの方はもちろんのこと、これから取り組んでみようと　　　　　　　

お考えの方も、ぜひこの機会にご参加ください。

参加費無料

連携のノウハウを

　　　　　定　員150名

第3回

締め切り
3月7日まで
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●JR阪和線「杉本町駅」
東改札から徒歩約8分

会場：田中記念館 

大阪市立大学

理工地区

大阪市立大学

旧教養地区

●地下鉄御堂筋線「あびこ駅」
４号出口より南西へ徒歩約20分

最寄駅からの案内図



PROGR AM

学生によるポスター発表

開会あいさつ・趣旨説明
開場（学生ポスター発表）１

2

3

4

連携事例の発表（発表時間15分＋質疑応答5分）

テーマ別座談会
各講師を囲み、直接質問や意見交換ができますので、どうぞご参加ください。

5 ポスター発表表彰式・閉会あいさつ

プ ロ グ ラ ム

発 表タ イト ル

事例発表の前後には学生による地域連携事例の紹介を行い、優秀なポスター
発表者には表彰を行います。

・阿倍野区における地域のネットワーク構築
・津波浸水が想定される校区の小学校での防災出前授業
・大阪長屋の保全活用の普及を目指すオープンハウスイベント『オープンナガヤ大阪2015』の取り組み
・レンゲdeすみ博～謎解きスタンプラリー～　等

Facebook いいね！ポチッ
と

 おねがいします

https://www.facebook.com/osaka.cu.4c

地域貢献情報や
公開講座の開催を
お伝えしています。大阪市立大学地域連携センター

◎主催

教育

13：00～16：30

まちづくり・商業活性化テーマ2

大阪の日本橋筋商店街振興組合と連携した、1年次向け演習での調査実習、組合から依頼を受けての通行量調査やイベント経済
効果の測定、さらに学術論文（研究ノート）執筆への取り組みについて報告します。

● 発表者：長尾 謙吉 （経済学研究科 教授）　● 連携先：日本橋筋商店街振興組合

事例：「日本橋筋商店街と連携した調査研究とその取り組み」

防災まちづくり
● 発表者：宮野 道雄（理事兼副学長／地域連携センター所長）　● 連携先：大阪市危機管理室
テーマ5

大阪市危機管理室との共同研究として行った「地域特性に応じた自主防災まちづくり事業」の成果として得られた、小学校区単位
の４類型の地域特性に対応した防災モデルプランについて紹介します。

事例：「災害に負けないまちづくり」

文化・歴史
● 発表者：天野 景太 （文学研究科 准教授）　● 連携先：住吉区
テーマ1

住吉区内の歴史・文化資源の魅力を伝える観光ガイドブックづくりの実践、および地域イベント「すみよし博覧会」への調査成果の出
展など、学生の視点から地域資源を再定義し、広く区民等へ紹介する活動を通じて、住吉区の観光活性化への貢献を目指しています。

事例：「住吉区観光活性化の取り組み」

博学連携
● 発表者：志賀 向子 （理学研究科 教授）　● 連携先：公益財団法人大阪市博物館協会

テーマ4

本学と(公財)大阪市立博物館協会との包括連携協定に基づき、博学連携事業の一環として、同協会、大阪府教育センターと連携
して「高校生のための博物館の日」を実施しました。大学院生を中心とした若手研究者が、自然科学研究の一番面白い部分を高
校生に熱く語る取り組みについて報告します。

事例：「博学連携―『高校生のための博物館の日』の事例から」

生涯学習・地域貢献テーマ3

本学理学部附属植物園で維持管理している植物は、広く一般に公開され、市民の生涯学習や文化活動の場として利用されていま
す。交野市の市民団体などと連携して、市民参加イベントを開催し、市民講座・観察会なども実施しています。今回はその一例を
報告し、今後の植物園の在り方や新たな地域貢献の可能性についてお話しします。

● 発表者：飯野 盛利 （理学部附属植物園長／理学研究科 教授）　● 連携先：交野市

事例：「附属植物園の役割と新たな地域貢献の可能性」
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